
天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

尾

一

仏
教
々
団
の
規
制
は
既
に
僧
尼
令
に
依
り
法
的
に
定

っ
て
居
る
が
、
几
そ

一
宗
が
公
認
さ
れ
る
や
、
其
の
教
団
は
自
宗
発
展
の
た
め
、

且
つ
自
宗
僧
尼
の
取
締
の
た
め
、
具
体
的
な
規
則
を
設
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
天
台
宗
に
於
い
て
教
団
護
持
に
必
要
上
執
ら
れ

た
処
置
を
省
み
る
と
す
れ
ば
、
０
遣
告
等
に
よ
る
宗
団
規
制
、
０
禁
制
式
等
に
よ
る
宗
団
規
制
、
０
宗
団
内
の
階
級
制
の
樹
立
、
②
外
護

者
に
よ
る
宗
団
維
持
の
諸
点
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
而
も
此
等
の
問
題
は
天
台
宗
団
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
地
方
の
一

寺
院
に
も
現
わ
れ
て
い
る
現
像
で
あ
る
。
勿
論
地
方
の
天
台
寺
院
は
範
を
比
叡
山
に
求
め
て
い
る
の
で
極
め
て
よ
く
似
た
経
過
を
た
ど
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題
と
し
て
、
遣
告
等
に
よ
る
宗
団
規
制
、
禁
制
式
等
に
よ
る
宗
団
規
制
、
宗
団

内
の
階
級
制
の
樹
立
、
外
護
者
に
よ
る
宗
団
維
持
の
四
点
に
し
ぼ
る
の
は
次
の
理
由
に
依
る
。
教
団
成
立
の
初
期
は
祖
師
が
弟
子
を
養
成

す
る
際
、
戒
め
た
条
目
に
端
を
発
し
、
や
が
で
示
寂
に
先
立
ち
諸
弟
子
に
興
え
た
遺
告
、
遺
戒
が
後
々
ま
で
遵
守
さ
れ
、
自
然
的
に
教
団

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一

上

叡

山 寛

学

睦仲



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

に
於
け
る
規
制
と
な
り
固
定
化
す
る
の
が
普
通
の
経
過
で
あ
る
。
祖
師
が
弟
子
に
興
え
た
誠
は
多
く
の
場
合
、
祖
師
の
活
躍
期
中
に
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
樹
め
て
厳
格
で
あ
り
、
簡
単
な
文
章
で
あ

っ
て
も
内
容
は
非
常
に
深
い
も
の
が
あ
る
。
遺
告
、
遺
戒
は
言
わ
ば

私
的
な
文
書
で
あ
る
が
、
禁
制
式
は
公
的
な
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
団
内
の
公
的
機
関
を
通
し
て
公
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
或
は
国

の
機
関
を
経
て
公
布
さ
れ
、
時
に
は
詔
勅
、
院
宣
と
な

っ
て
通
達
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
権
威
は
高
い
が
、
斯
く
ま
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
所
に
宗
団
の
護
持
が
至
難
の
こ
と
で
あ

っ
た
こ
と
が
現
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
二
つ
は
法
制
的
な
教
団
の
取
締
、
或
は
教
団

護
持
の
強
化
手
段
で
あ
る
が
、　
こ
れ
に
対
し
て
教
団
内
部
に
於
け
る

職
制
の
樹
立
に
依
り
教
団
護
持
を
推
進
す
る

傾
向
が
発
展
し
て
く

る
。
天
台
宗
の
場
合
、
特
に
此
の
制
度
は
早
く
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
教
団
に
は
経
済
的
な
基
盤
が
必
要
で
あ
る
。
天
台
宗
の
場
合

こ
れ
は
年
分
度
者
の
制
度
や
学
生
式
に
見
ら
れ
る
諸
国
の
講
師
任
命
制
度
に
経
済
上
の
問
題
を
解
決
す
る
努
力
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
地

方
寺
院
の
場
合
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
と
い
う
課
題
が
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
で
天
台
宗
諸
先
徳
の
遺
告
の
代
表
的
な
も
の
を
揚
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
　
僧
最
澄
遺
告
　
弘
仁
三
年
（八
一
一じ
五
月
八
日
（伝
教
大
師
消
息
所
収
）

②
　
禅
奄
式
　
六
ケ
条

（仁
忠
伝
所
収
）

０
　
根
本
大
師
臨
終
遺
言
　
十
ケ
条
（五
条
以
下
を
禅
奄
式
と
云
こヽ
弘
仁
十
三
年
（八
二
一こ
四
月
（仁
忠
伝
所
収
）

０
　
首
拐
厳
院
宛
行
諸
院
預
事
　
承
和
三
年
（八
三
工Ｃ
四
月
二
日
（天
台
霞
標
所
収
）

Ｑ
　
慈
覚
大
師
遺
戒
七
ケ
条
　
貞
観
六
年
（八
六
四
）
正
月
十
三
日
（天
台
座
主
記
所
収
）

０
　
智
証
大
師
三
箇
条
遺
戒
　
一二
ケ
条
　
仁
和
四
年
（八
八
八
）十
月
六
日
（天
台
座
主
記
所
収
）

０
　
智
証
大
師
遺
言
　
十

一
ケ
条
　
寛
平
三
年
（八
九
こ
十
月
十
八
日
（天
台
座
主
記
所
収
）



０
　
尊
意
僧
正
遺
言
　
天
慶
三
年
（九
四
〇
ｙ
一月
十
三
日
（尊
意
僧
正
伝
所
収
）

０
　
慈
恵
大
僧
正
御
遺
告
　
十
九
ケ
条
　
天
禄
三
年
（九
七
一し
五
月
三
日
（群
書
類
従
第
十
五
輯
）

次
に
所
謂

「禁
制
式
」
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

①
　
延
暦
寺
禁
制
式
　
十
五
ケ
条
存
　
天
長
元
年
（八
一一四
）
五
月
十
三
日
　
仁
忠
、
義
真
、
円
澄
署
名
（天
台
霞
標
所
収
）

②
　
首
拐
厳
院
式
　
九
ケ
条
　
承
和
三
年
（八
三
ユＣ
四
月
二
日
　
円
仁
署
名
（天
台
霞
標
所
収
）

③
　
延
暦
寺
禁
制
式
　
四
ケ
条
　
貞
観
八
年
（八
エハ
エＣ
六
月
十

一
日
　
安
慧
の
作
欺
含
一代
実
録
巻
十
三
所
収
）

０
　
遍
昭
起
請
　
五
ケ
条
　
一万
慶
六
年
（八
八
一一）六
月
　
遍
昭
奏
上
曾
一代
実
録
巻
四
十
二
所
収
）

Ｄ
　
籠
山
内
界
式
　
一
ケ
条
存
　
一万
は
七
ケ
条
　
天
禄
元
年
（九
七
〇
）七
月
十
六
日
　
良
源
制
定

０
　
十
六
条
式
　
十
六
ケ
条
　
天
禄
元
年
（九
七
〇
）七
月
十
六
日
　
良
源
制
定

０
　
首
枡
厳
院
安
楽
谷
起
請
　
長
徳
二
年
（九
九
六
）八
月
十
六
日
（平
安
遺
文
所
収
）

ω
　
源
信
僧
都
四
十

一
条
起
請
　
四
十

一
ケ
条
　
源
信
起
請

③
　
延
暦
寺
起
請
　
六
ケ
条
　
天
承
元
年
２

一
〓
三
ン
一月
十
三
日
　
藤
原
執
光
起
草
（朝
野
群
載
所
収
）

⑩
　
山
門
褒
賞
三
箇
条
　
一二
ケ
条
　
建
暦
三
年
盆

二
一〓
じ
八
月
十

一
日
院
宣
（天
台
座
主
記
所
収
）

ω
　
条
々
制
禁
　
一二
ケ
条
　
文
永
二
年
２

一一ユハ
五
）四
月
十
三
日
（天
台
座
主
記
所
収
）

⑫
　
条
々
院
宣
　
五
条
　
文
永
二
年
２

一一エハ
五
）
八
月
十

一
日
院
宣
（天
台
座
主
記
所
収
）

所
謂

「学
則
」
的
な
も
の
と
し
て
は
時
代
は
下
る
が
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

①
　
座
右
抄
　
延
文
三
年
貧

三
五
八
）仁
空

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

②
　
講
院
学
堂
通
規
　
貞
治
六
年
２

〓
一二ハ
七
）
八
月
十

一
日
　
仁
空

０
　
初
心
行
護
砂
　
応
安
六
年
ｒ

三
七
一じ
七
月
十
四
日
　
仁
空

０
　
山
家
学
則
　
安
永
五
年
盆

七
七
ユＣ
敬
光

Ｕ
　
続
山
家
学
則
　
敬
彦

同
　
遮
那
業
学
則
　
寛
政
十
年
２

七
九
八
）覚
千

０
　
条
制
十
章
　
宝
永
四
年
２

七
〇
七
）十

一
月
　
天
台
座
主
准
三
宮

一
品
親
王

③
　
条
制
　
十
ケ
条
　
同
年

０
と
０
は
同

一
人
が

同
時
に
公
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
言
及
び
内
容
は

若
千
異
な
る
が
江
戸
期
の
例
と
し
て
こ
こ
に
揚
げ
る
、　
叉

「置
文
」
と
し
て
著
名
の
も
の
に
は

①
　
仁
空
置
文
　
十
五
ケ
条
　
水ヽ
和
二
年
貧

〓
一七
工Ｃ
七
月
記
　
至
徳
二
年
貧

〓
一八
五
）
六
月
七
日
追
記
　
仁
空

②
　
善
空
置
文
　
一一一ケ
条
　
文
明
十
五
年
２

四
八
一こ
二
月
十
五
日
　
善
空

が
あ
る
。
最
後
に
前
記
の
分
類
に
入
れ
兼
ね
る
も
の
及
び
新
ら
し
い
も
の
と
し
て
次
の
如
き
も
の
は
天
台
宗
教
団
護
持
の
性
格
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

①
　
如
法
経
短
規
式
条
々
　
十
三
ケ
条
　
宝
徳
三
年
盆

四
五
こ
三
月
十
七
日
（無
動
寺
蔵
　
一
八
五
）

②
　
山
門
三
十
六
箇
条
　
一二
十
六
ケ
条
　
慶
長
六
年
盆

六
〇
ン
一月

Ｑ
　
四
季
講
堂
制
式
　
七
ケ
条
　
承
応
二
年
盆

六
五
こ
正
月
　
（別
当
代
蔵

命
令
工Ｃ

Ｏ
　
四
月

・
六
月
稽
古
講
筵
議
定
帳
　
六
ケ
条
　
文
化
九
年
盆

八
一
一
こ
四
月
　
（生
源
寺
蔵

会
議
一Ｃ



Ｑ
　
条
制
　
一
一十
二
ケ
条
　
明
治
十
年
２

八
八
七
）頃
制
定

天
台
宗
の
場
合
、
伝
教
大
師
の
理
想
は

「山
家
学
生
式
」
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
弘
仁
九
年

（八
一
八
）
に
始
る
。
学
生
式

は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
論
及
す
る
必
要
は
無
い
と
思
う
。
伝
教
大
師
は
弘
仁
十
三
年

（八
一一一こ
に
入
寂
さ
れ
て
居
る

が
、
そ
れ
よ
り
十
年
前
に
病
床
に
臥
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
其
の
時

「老
僧
最
澄
遺
言
」
を
書
き
、
比
叡
山
の
惣
別
当
に
泰
範
を
、
伝
法

の
座
主
に
円
澄
を
、　
一
切
経
蔵
の
別
当
に
孝
融
沙
弥
、
土
師
茂
足
近
士
を
、
雑
文
書
の
別
当
に
壬
生
雄
成
近
士
を
指
命
し
、
且
つ
泰
範
に

は
文
書
司
を
兼
任
せ
し
め
、
こ
の
人
事
は
、
仏
法
を
住
持
す
る
為
め
、
経
蔵
と
文
書
を
検
校
す
る
為
め
、
更
に
天
台

一
宗
を
指
導
す
る
為

め
、
任
務
を
分
担
し
て
置
く
の
で
あ
る
か
ら
、
天
台
宗
の
同
法
は
夫
々
の
別
当
に
従
い
、
此
の
任
命
を
承
知
し
是
非
云
々
す
る
こ
と
を
誠

じ
め
、
且
２
二
箇
年
を
限

っ
て
道
具
、
文
書
等
を
経
蔵
よ
り
出
す
こ
と
を
禁
じ
、
叉
三
年
経
過
の
後
は
比
叡
山
か
ら
外
に
持
ち
出
す
こ
と

を
禁
じ
、　
以
て
遺
言
の
旨
と
さ
れ
て
居
る
。　
こ
れ
が
弘
仁
三
年

（八
〓
こ
五
月
八
日

の
こ
と
で
あ
る
。
此
の
遺
言
に
は
伝
教
大
師
自
身

の
署
名
の
外
に
知
事
僧
泰
法
の
副
署
が
あ
る
。
弘
仁
三
年
の
遺
言
は
実
現
し
な
い
で
伝
教
大
師
は
そ
れ
よ
り
十
年
間
在
世
さ
れ
た
が
、
伝

教
大
師
は
自
己
の
没
後
の
比
叡
山
の
経
営
に
就
い
て
は
、
天
台
の
法
門
を
伝
え
る
者
と
比
叡
山
の
経
営
面
の
責
任
者
た
る
別
当
と
、
多
年

収
集
し
た
書
籍
を
管
理
す
る
責
任
者
と
往
復
文
書
を
保
管
す
る
責
任
者
を
分
け
て
比
叡
山
即
ち
当
初
の
天
台
宗
教
団
の
護
持
を
可
能
な
ら

し
め
ん
と
意
図
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
事
は
此
の
計
画
通
り
に
は
進
ま
ず
、
先
ず
全
山
を
委
任
さ
れ
た
泰
範
は
比
叡
山
を

離
れ
、
円
澄
は
西
塔
の
建
設
に
は
従
事
し
た
が
、
座
主
職
に
は
義
真
が
就
任
す
る
結
果
と
な

っ
た
。

二

後
世
発
展
す
る
地
方
の
天
台
寺
院
に
於
け
る
護
持
を
考
察
す
る
と
大
体
叡
山
の
た
ど

っ
た
道
に
準
じ
て
い
る
。
其
の
良
き
例
は
柏
原
談

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

義
所
（成
菩
提
院
）
の
発
展
経
過
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
成
菩
提
院
に
所
蔵
し
て
居
る

「成
菩
提
院
要
記
」
な
る
記
録
に
は
室
町
期
の
古

文
書
の
写
が
若
干
収
め
て
あ
る
。
「成
菩
提
院
要
記
」
所
収
の
文
書
の
写
は
寛
保
元
年
貧

七
四
こ
三
月
の
東
叡
山

一
品
親
王
の
御
教
書
が

最
も
新
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
成
立
は
江
戸
中
期
で
あ
る
。
最
初
に

「成
菩
提
院
御
代
々
御
朱
印
写
」
と
し
て
秀
吉
、
家
康
等
の

朱
印
状
を
書
写
し
て
あ
る
が
、
「開
山
貞
舜
法
印
御
詫
宣
事
」
な
る
室
町
中
期
の
文
書
が
写
さ
れ
て
居
る
。
そ
し
て
此
の
標
題
の
下
に

「第

四
世
明
舜
法
印
御
代
事
」
と
注
記
が
施
し
て
あ
る
。
此
の
記
録
に
依
り
柏
原
談
義
所
に
は
割
合
に
早
く
か
ら
談
義
所
の
規
程
が
あ

っ
た
と

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉

「成
菩
提
院
要
記
」
に
は

「院
中
代
々
法
度
事
」
と
い
う
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
此
の
方
は
永
正
十

一
年

貧

五
一
四
）
以
降
の
法
度
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
て
差
支
な
く
、
単
に

「条

々
」
と
言
う
標
題
の
法
度
は
文
明
十

一
年
盆

四
七
九
）
八
月
十

二
日
の
制
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
十
箇
条
か
ら
成
る
当
時
の
学
則
で
あ
る
。

「開
山
貞
舜
法
印
御
詫
宣
事
」
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
概
略
次
の
如
く
で
あ
る
。

文
明
十

一
年
八
月
十

一
日
、　
柏
原
談
義
所
の
所
化

で
舜
海
な
る
者
が
、
俄
に
狂
乱
状
態
に
な
り
、
時
の
学
頭
明
舜
に

「義
科
講
」
を
設
け
て
天
台
の
教
理
研
究
を
推
進
せ
よ
と
せ
ま
る
の
で

あ
る
。
舜
海
は
日
向
国
か
ら
来
た
所
化
で
、
兵
部
卿
と
称
し
て
い
た
。
後
に
舜
海
は
美
濃
国
全
剛
寺
談
義
所
で
没
し
て
い
る
が
、
柏
原
談

義
所
は
初
代
学
頭
貞
舜
よ
り
二
代
慶
舜
、
三
代
春
海
、
四
代
明
舜
と
次
第
し
、
四
代
明
舜
の
頃
や
や
衰
微
し
た
の
を
奮
慨
し
て
舜
海
が
談

義
所
改
革
を
企
て
た
と
解
さ
れ
る
。　
舜
海
は
明
舜
に
対
し
て

「汝
明
舜

ハ
名
聞
利
養
無
″之
者
也
、　
若
余
人
居
〓此
処
一、　
刀
差
者
斗

仏
法

不
レ可

，有
ン之
」

と
言

っ
て
更
に

「我
此
処
開
基

卜
云

ヘ
ト
モ
為
我
不
ν為
〓法
事
一曲
事
ノ
至
也
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
明
舜
が
法
事
と
は
何

の
法
事
か
と
問
え
ば
、
狂
人
即
ち
舜
海
は

「義
科
之
事
也
、
適
ミ
於
〓余
所
一雖
レ行
ツ之
此
処
門
徒
人
不
〓立
入
・、
書
不
足
之
至
極
也
、　
無
〓座

敷
一者
雖
〓土
壇
也
・是
非
共
先
於
〓当
院
・可
レ行
レ之
云
々
」
と
答
え
て
い
る
。

此
の
間
答
は
狂
乱
状
態
の
舜
海
と
学
頭
明
舜
の
言
葉
の
遣
り
取

り
で
あ
る
が
、　
柏
原
談
義
所
に
於
け
る
天
台
教
学
研
究
が
衰
え
た
の
を
復
活
さ
せ
る
為
め

義
科
講
を
設
け
よ
う
と
言
う

舜
海
に
は

「我



可
ン

ム定
〓法
度
一及
〓四
十
ケ
条
・被
レ記

之́
」
と
其
の
模
様
を
記
録
し
て
居
る
。
更
に
注
記
し
て

「如
〓後
記
一則
談
義
堂
押
レ之
」
と
あ
る
。

「
成
菩
提
院
要
書
」
に
は
今

一
つ

「
明
舜
法
印
御
代
法
度
条
々
」

が
収
め
て
あ
り
、　
此
の
法
度
は
十
五
箇
条
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。

其
の
全
文
を
次
に
紹
介
す
る
。

０
　
大
師
講
出
銭
之
事
、
上
衆

ハ
廿
文
宛
、
下
衆

ハ
升
文
可
レ出
事
。

②
　
談

事
科
銭
、
為
二月
行
事
・可
レ取
、
不
レ取
与
‘者
、
月
行
事
叉
過
銭
百
文
可
一出
事
。

０
　
日
中
談
義
不
ν終
前
、

起
座
人
過
銭
十
文
可
レ出
乏

事
。

０
　
日
明
中
不
ψ可
′為
〓乱
履
一、
若
履
一
を
ご
銭
十
文
可
ン出
ψ之
事
。

Ｑ
一　
番
衆
役
能
化
之
以
〓本
書
一可
″出
事
。

０
　
見
二能
化
之
聖
教
一、
其
外
学
文
道
具
等
為
〓
所
化
・不

可̈
レ用
事
。

０
　
勤
行
ノ
時
者
声
同
心
．ス
ヘ
シ
、
読
役
ノ
人
可
レ立
〓座
敷
一事
。

③
　
日
明
中
遣
僧
可
′敬
之
事
。

③
　
下
僧
中
隙
等
客
来
時
不
′可
レ出
〓座
敷
一事
。

⑩

遠
札
符
来計
義
食
当
院
Ｌ
Ｌ
ｉ

ω
　
於
〓当
院
一、
不
ν可
ν為
ソ付
〓倍
堂
一事
。

⑫
　
正
月
三
日
、
常
住
之
衆
ノ
外
所
化
中

一
人
自
二
倍
堂
一。
当
院
可
〓罷
出
・事
。

⑬
　
冬
春
、
能
化
不
ν可
′為
〓帽
子
一事
。

岡
　
談
義
堂
文
策
持
可
〓出
仕
一事
。
但
文
□
以
出
入
井
何
不
一
社
ビ
入
ス
ル
ハ吼

Ｊ
銭
十
文
可
′出
事
。

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八

⑮
　
於
〓談
義
堂
一不
レ可
レ臥
事
。

以
上
十
五
条
其
外
者
如
上
ノ
条
目

右
為
レ令
レ知
〓先
師
代
々
旧
儀
一模
ン之
置
者
也
。
於
〓、́末
代
劣
機
一可
レ有
っ用
捨
・願
也
。

明
舜
の
こ
と
に
就
い
て
は
其
の
資
料
を
欠
き
詳
に
し
得
な
い
が
、
明
舜
の
時
代
に
此
の
十
五
箇
条
の
法
度
は
既
に
あ
り
、
其
の
末
尾
に

「先
師
代
々
旧
儀
」
と
あ
る
か
ら
、
貞
舜
、

慶
舜
、　
春
海
の
三
代
に
わ
た

っ
て
何
等
か
の
法
度
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
肯
定
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
舜
海
は
四
十
箇
条
の
法
度
に
改
め
、
而
も
そ
れ
を
談
義
堂
に
掲
示
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
文
明
十

一
年
八
月
十
二
日

よ
り
此
の
四
十
箇
条
の
法
度
が
柏
原
談
義
所
に
於
い
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

０
　
下
衆
三
日
行
方
三
百
帖

不
ツ出
レ之
人
、
科
銭
五
文
宛
可
レ出
事
。

②
　
上
下
共
慈
慧
講
無
〓稽
古
一人
、
紙
壱
帖
可
レ出
レ之
事
。

③
　
毎
日
談
義
不
参
人
、　
一
日
十
文
宛
可
レ出
事
。

０
　
毎
月
山
王
講
不
〓稽
古
一人
廿
文
宛
過
銭
可
レ出
事
。

ω
　
談
義
塁
座
人
過
銭
廿
文
可
レ出
事
。

③
　
出
仕
時
ワ
ラ
緒
履
、
過
銭
三
文
宛
事
。

０
　
征
び
師
聖
教
不
′可
レ見
事
。

③
　
於
〓談
義
所
一高
声
不
ν可
二雑
談
一事
。

０
　
所
化
中
不
ン可
云́
善
悪
一事
。

⑩
　
盤
ど

所
用
一余
所
化
部
屋
不
ン可
ン行
事
。



③
　
無
用
不
レ可
レ一至
能
化
之
善
悪
・事
。

⑫
一　
初
夜
之
時
、
論
義
可
レ為
二

重
一。
但
可
レ依
〓番
衆
之
器
用
一事
。

０
　
番
於
〓談
義
堂
一可
レ続
事
。
次
番
衆
不
′告
重

ス
ヘ
シ
。

⑭
　
毎
月
晦
日
不
ψ引
〓要
文
〓
一十
文
過
銭
可
レ出
事
。

⑮
一　
所
化
間
若
僧
児
不
ν可
〓寄
合
一事
。

⑩
　
先
師
日
不
レ出
人
、
三
文
宛
過
銭
可
レ出
、
茶
湯
代
可
′用
ν之
。

０
　
江還
宿
人
、　
一
日
不
参
可
′許
レ之
。
二
日
不
参
過
銭
同
前
タ
ル
ヘ
シ
。

⑬
　
無
ン用
不
レ可
ン至
・フ

リ
一事
。

０
　
談
義
尊
勝
タ
ラ
ニ
（不
脱
力
）
出
仕
人
過
銭

一
文
可
ν出
事
。

ｍ
一　
談
義
出
仕
檜
笠
菅
笠
等
不
レ可
レ着
事
。

例
　
新
来
以
後
、
汁
三
ケ
月
不
レ過
者
不
レ可
〓退
出
・事
。

υ
　
若
新
来
行
ツ過
衆
中
令
・一永
退
一引
入
者
　
可
レ勤
〓講
説
一事
。

田
　
大
師
講
者
不
レ可
レ為
〓霜
月
会
一人
、
六
月
会
不
ν可
レ会
、
亦
准
レ前
事
。

例
　
毎
月
三
度
不
出゙
〓掃
除
レ者
、
月
行
事
　
衆
中
可
レ令
退
〓出
之
・事
。

閣
　
能
化
前
出

不
レ可
レ著
〓直
綴
一事
。

囲
　
能
化
前
白
衣

出
人
、
過
銭
弐
文
宛
可
′出
事
。

囲
　
談
義
所
居
人
、
不
ツ相
〓朝
夕
勤
行
一者
、
過
銭
三
文
宛
可
レ出
、
油
代
可
レ用
事
。

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）

一
五
九



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇

ω
　
所
化
五
人
不
〓同
道
一者
、
不
レ可
レ入
〓風
呂
一事
。

②
　
上
衆
不
レ為
〓本
書
論
義
一人
、
番

一
夜
可
ン勤
、
番
不
レ為
人
過
番
可
レ為
υ之
。

ω
　
出
仕
時
衣
着
直
ミ
紙
絹
着
井
紙
帯
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
。

ω
　
談
義
間
不
レ可
〓雑
談
一事
井
無
用
立
居
ス
ル
事
。

②
　
所
化
、
音
曲
尺
八
笛
可
レ禁
与
一事
。

０
　
無
用
他
行
、
物
参
等
不
ν可
ν取
ν隙
事
。
但
聖
教
借
用
等
至
事
可
ν許
ν之
。

０
　
一
一日
続
不
レ可
ツ乞
レ暇
事
、
但
帰
国
病
気
旦
那
所
用
除
ツ之
。

⑮
　
大
暇
会
〓能
化
一可
〓読
物
一事
。

①
　
所
化
衆
宿
大
切

へ
、シ　
惣
勿
不
レ可
レ一夢
善
悪
一事
。

①
　
於
〓談
義
所
一不
ν可
〓洗
沢
一事
。

①
　
於
一談
義
所
一湯
ア
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
但
普
請
等
時
除
ツ之
。

①
　
於
〓談
義
所
一児
若
衆
不
レ可
ψ請
事
。

①
　
無
用
堂
籠
官
籠

学
文
不
）可
′令
・如
在
・事
。

以
上
四
十
ケ
条

右
守
〓此
旨
一可
〓制
誠
一、
若
令
〓違
犯
一可
レ蒙
一開
山
法
印
罰
・者
也
。

文
明
十

一
年
八
月
十
二
日

舜
海
が
起
草
し
た
此
の
法
度
は
明
舜
の
住
持
時
代
の
十
五
箇
条
の
法
度
が
基
礎
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
両
法
度
を
比
較
す
れ
ば
明
か
で



あ
る
。
柏
原
談
義
所
が
教
育
機
関
的
施
設
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
舜
時
代
の
法
度
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
上
衆
、
下
衆
と
所
化
を

区
分
し
て
居
り
、
月
行
事
の
役
を
設
け
毎
月
交
替
で
勤
務
す
る
制
度
を
と
り
、
談
義
所
に
居
住
す
る
所
化
と
、
通
学
す
る
所
化
を
認
め
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
舜
海
改
革
の
法
度
に
も
此
等
の
制
度
は
其
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
異
る
点
は
当
時
の
柏
原
談
義
所
で

行
わ
れ
て
い
た
各
種
の
講
を
明
文
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
慈
慧
講
、
山
王
講
は
明
舜
時
代
の
法
度
に
は
見
当
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
然

し
明
舜
時
代
に
慈
慧
講
、
山
王
講
が
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
理
由
に
は
な
ら
ぬ
が
、
其
等
の
講
が
廃
絶
せ
ん
と
し
て
い
た
事
は
否
定
出
来

な
い
。
舜
海
は
義
科
講
を
提
唱
し
て
居
り
乍
ら
、
彼
の
起
草
し
た
法
度
に
は
義
科
講
の
名
称
は
出
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
第
十
三
条
に
あ

る

「番
於
〓談
義
堂
一可
レ続
事
」
に
よ
り
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

義
科
講
は
所
謂
義
科
を
論
題
に
取
上
げ
て
行
え
ば
、
山
王
講
で
あ
れ

大
師
講
で
あ
れ
慈
慧
講
で
あ
れ
、
そ
れ
は

一
向
に
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

斯
く
て
時
代
が
替
り
徳
川
家
康
が
天
下
を
掌
握
し
た
時
公
布
さ
れ
た

「成
菩
提
院
法
度
之
事
」
に
は
柏
原
談
義
所
の
名
残
を
と
ど
め
て

次
の
如
く
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
期
を
通
じ
て
成
菩
提
院
に
於
い
て

「権
現
様
御
法
度
書
」
と
し
て
権
威
を
有
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
其
の
文
面
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

成
菩
提
院
法
度
之
事

一
　

天
下
安
全
御
祈
念
長
日
護
摩
不
可
有
油
断
事

一
　

専
教
観
二
道
可
被
執
行
仏
法
事

一
　

院
領
之
儀
其
住
持
分
不
可
有
他
競
望
事

一
　

院
領
之
売
買
質
券
等
可
被
禁
止
事

一
　

為
顕
密
之
名
室
故
以
学
匠
可
被
相
続
事

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）

任
先
例
之
旨
悪
行
所
化
速
可
被
追
放
事

門
前
之
者
成
不
儀
者
如
先
規
従
住
持
被
申
付
事

右
条
々
堅
可
相
守
者
也
　
以
如
件

慶
長
十
三
年
戊
申
十
月
四
日

（御
黒
印
）
御
包
紙
　
御
法
度
書

此
の
七
箇
条
中
に
後
述
す
る
成
菩
提
院
領
は
安
堵
さ
れ
て
居
る
。
尚
顕
密
の
名
室
と
表
現
す
る
の
は
、
顕
は
談
義
所
、
密
は
西
山
流
の

灌
室
の
故
で
あ
る
。

三

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
問
題
を
取
上
げ
る
時
に
は
、
自
然
的
に
或
は
必
要
上
発
達
す
る
階
級
制
の
問
題
を
見
逃
す
訳
に
は
ゆ
か

な
い
が
、
比
叡
山
の
階
級
制
に
就
い
て
は
嘗
て
述
べ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
方
寺
院
に
就
い
て
は

一
定
の
型
が
あ
る
も
の
の
其
の
規
模
が
小

さ
い
た
め
、
多
く
は
比
叡
山
の
制
度
を
縮
小
し
た
結
果
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
論
及
を
避
け
、
地
方
天
台
寺
院
の
経
済
面
を
同
じ
く
柏
原

談
義
所
に
就
い
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
成
菩
提
院
の
過
去
帳
に
記
入
し
て
あ
る
室
町
期
の
没
年
の
多
く
は
真
実
の
没
年
で
は
な
く
、
成

菩
提
院
に
田
地
等
を
施
入
し
た
年
月
日
を
以
て
回
向
菩
提
の
日
と
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
其
の
論
証
は
避
け
る
が
、
若
干
乍
ら
残

っ
て
い

る
寄
進
状
と
過
去
帳
の
記
入
を
比
較
す
る
と
其
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
従

っ
て
成
菩
提
院
の
過
去
帳
の
室
町
期
の
年
代
の
も
の
を
整
理

す
れ
ば
柏
原
談
義
所
の
経
済
的
基
盤
は
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
田
地
等
の
施
入
者
を
年
代
順
に
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
如
き

結
果
に
な
る
。

①
　
応
永
七
年
２

四
〇
〇
）十
二
月

一
日
　
万
徳
坊
権
律
師
実
尊
　
田
地
施
主

一
一ハ
二
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同
　
十
三
年
２

四
一
二Ｃ
十
二
月
十
五
日
　
殿
村

定
俊

定
繁

禅
定
門
　
田
地
施
主

永
享
十

一
年
２

四
三
九
）正
月
十
六
日
　
清
瀧
寺
忍
宗
　
田
地
施
主

嘉
吉
元
年
貧

四
四
こ
五
月
六
日
　
円
阿
入
道
　
田
地
施
主

宝
徳
元
年
２

四
四
九
）十
二
月
十
八
日
　
弥
六
兵
衛
長
光
　
田
地
施
主

長
禄
元
年
盆

四
五
七
）十
二
月
十
三
日
　
勝
路
大
姉
名
衆
　
万
徳
坊
取
次
　
田
地
施
主

寛
正
三
年
貧

四
六
一じ
九
月
十
八
日
　
今
河
衛
門
　
田
地
施
主

同
　
五
年
盆

四
六
四
）六
月
三
日
　
梅
本
慶
俊
法
印
　
田
地
施
主

応
仁
二
年
盆

四
六
八
）六
月
十
八
日
　
春
海
法
印
師
匠
両
親
等
　
田
地
施
主

同
　
一二
年
■

四
六
九
ン
一月
十
三
日
　
大
吉
寺
梅
本
坊
慶
春
法
印
　
田
地
施
主

文
明
二
年
盆

四
七
〇
ン
一月
二
日
　
大
吉
寺
梅
本
坊
慶
俊
　
田
地
施
主

同
十
七
年
貧

四
八
五
）七
月
十
六
日
　
山
根
正
善
禅
門
　
田
地
施
主

同
十
八
年
貧

四
八
ユＣ
十
二
月
十
三
日
　
如
（女
）貞
禅
尼
　
田
地
施
主

同
十
九
年
盆

四
八
七
ご
一月
三
日
　
殿
村
伊
賀
吉
重
　
田
地
施
主

同
年
六
月
五
日
　
今
河
善
徳
入
道
　
田
地
施
主

長
享
三
年
２

四
八
九
）八
月
八
日
　
山
田
彦
五
郎
清
秀
　
田
地
施
主

延
徳
二
年
貧

四
九
〇
×
某
月
）十
八
日
　
春
徳
禅
門
　
妙
智
尼
　
千
代
尼
　
田
地
施
主

明
応
二
年
盆

四
九
一こ
六
月
十
二
日
　
栄
禅
信
士
　
円
日
禅
尼
　
田
地
施
主

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）

一
エハ
一一一
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天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題
（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

同
　
一二
年
２

四
九
四
）十
月
十
日
　
円
日
法
印
　
如
法
経
料
田
地
施
主

同
　
九
年
貧

五
〇
〇
）四
月
十
七
日
　
養
寿
庵
良
運
大
姉
　
田
地
施
主

文
亀
二
年
２

五
〇
一ヨ

一月
十

一
日
　
山
根
妙
久
定
尼
　
田
地
施
主

同
　
年
六
月
十
六
日
　
桑
原
六
郎
左
衛
門
尉
俊
明
　
兵
衛
六
郎
　
田
地
施
主

同
　
年
八
月
十
七
日
　
浄
心
禅
門
　
西
河
主
計
光
清
　
田
地
施
主

永
正
元
年
貧

五
〇
四
）十
三
月
十
二
日
　
樋
口
氏
兼
道
　
四
郎
衛
門
尉
道
香
居
士
　
田
地
施
主
（玉
因
奄
殿
卜
云
フ
）

同
　
年
七
月
十
六
日
　
円
俊
僧
都
　
堤
藤
左
衛
門
尉
家
次
　
田
地
施
主

同
　
一
一年
２

五
〇
五
）十
二
月
八
日
　
日
光
寺
曼
陀
羅
尼
坊
円
盛
　
山
王
講
田
地
施
主

同
　
一二
年
盆

五
〇
一Ｃ
十
月
十
日
　
桑
原
慶
珍
　
大
師
講
田
地
施
主

同
　
一ハ
年
貧

五
〇
九
）正
月
十
八
日
　
大
吉
寺
舜
海
法
印
　
舜
円
法
印
　
実
舜
法
印
　
畠
寄
進

同
　
九
年
貧

五
一
一こ
正
月
五
日
　
杉
沢
正
順
　
田
地
施
主

同
　
十

一
年
貧

五
一
四
）
八
月
十
日
　
大
野
木
村
妙
楽
寺
住
僧
　
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
二
日
　
定
心
禅
門
　
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
十
三
日
　
円
日
禅
門
　
長
日
護
摩
料
田
地
施
主
（五
石
寄
進
）

同
　
十
二
年
貧

五
一
五
）十
月
十
六
日
　
河
瀬
孫
四
郎
利
久
　
田
地
施
主

同
　
十
六
年
貧

五
一
九
ン
一月

一
日
　
多
賀
蔵
人
直
信
　
田
地
施
主

同
　
年
八
月
十

一
日
　
西
河
興

一
左
衛
門
家
満
　
田
地
施
主
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大
永
元
年
盆

五
二
こ
十
二
月
二
日
　
殿
村
因
幡
守
家
世
　
如
法
経
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
十

一
日
　
西
河
興

一
左
衛
門
尉
家
満
両
親
家
族
　
田
地
施
主

同
　
一
一年
貧

五
二
一じ
十
二
月
十
三
日
　
富
施
寺
千
歳
坊
俊
恵
行
観
　
義
料
講
田
地
施
主

同
　
一二
年
貧

五
二
一こ
五
月
二
日
　
土
河
三
郎
家
次
　
同
喝
食
　
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
十
六
日
　
西
脇
帯
刀
直
勝
　
曼
供
田
地
施
主

同
　
五
年
盆

五
二
五
）正
月
十
四
日
　
河
播
興
三
左
衛
門
尉
俊
久
　
慈
覚
忌
供
料
田
地
施
主

同
　
八
年
盆

五
二
八
￥
一月
三
日
　
尊
妙
禅
定
尼
　
田
地
施
主

同
　
八
年
八
月
十
三
日
　
源
慶
法
印
　
田
地
施
主

同
　
八
年
（某
月
）十
五
日
　
佐
々
木
高
橋
左
近
将
監
清
家
栄
乗
　
鐘
撞
償
労
田
地
施
主

享
禄
二
年
貧

五
二
九
）九
月
四
日
　
杉
沢
玉
同
奄
芳
永
　
常
燈
明
田
地
施
主

同
　
四
年
貧

五
三
こ
二
月
五
日
　

水ヽ
衆
奄
理
永
　
田
地
施
主

天
文
二
年
貧

五
三
一こ
四
月
八
日
　
上
平
寺
井
上
坊
良
順
法
印
　
仏
生
会
料
田
地
施
主

同
　
年
九
月
十
六
日
　
弥
高
寺
大
蔵
坊
及
源
　
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
九
日
　
上
平
寺
井
上
坊
長
順
法
印
　
仏
名
会
田
地
施
主

同
　
一二
年
貧

五
三
四
ｙ
一月
十
五
日
　
大
野
木
村
習
軒
両
親
　
田
地
施
主

同
　
年
三
月

一
日
　
快
尊
法
印
　
田
地
施
主

同
　
年
二
月
十
八
日
　
法
雲
庵
幽
谷
恵
参
　
千
遍
陀
羅
尼
料
田
地
施
主

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）

一
六

五
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天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六

同
　
四
年
２

五
三
五
ン
一月
十
八
日
　
柏
原
西
村
左
衛
門
五
郎
　
田
地
施
主

同
　
年
三
月
十
日
　
岡
田
興

一
兵
衛
俊
久
　
田
地
施
主

同
　
五
年
貧

五
三
ユＣ
二
月
十
六
日
　

水ヽ
衆
奄
理
栄
瑞
芳
大
師
　
居
益
郷
　
田
地
施
主

同
　
年
九
月
二
日
　
玉
蔵
坊
円
日
　
田
地
施
主

同
　
八
年
盆

五
三
九
）
閏
六
月
二
日
　
長
岡
奥
屋
弥
二
郎
道
光
　
田
地
施
主

同
　
年
（某
月
ご

日
　
定
海
法
印
　
八
講
田
地
施
主

同
　
十
年
２

五
四
こ
六
月
十
八
日
　
長
久
寺
大
蔵
看
舜
　
田
地
施
主

同
　
年
九
月
十

一
日
　
長
久
寺
大
輔
良
範
同
乗
円
　
田
地
施
主

同
　
十
二
年
貧

五
四
一こ
十
二
月

一
日
　
多
賀
兵
衛
次
郎
直
頼
　
田
地
施
主

同
　
十
三
年
貧

五
四
四
）正
月
十

一
日
　
桑
原
覚
心
　
田
地
施
主

弘
治
二
年
２

五
五
工Ｃ
二
月
三
日
　
馬
場
平
内
　
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
十
六
日
　
水ヽ
寿
奄
理
永
　
田
地
施
主

永
禄
元
年
２

五
五
八
）六
月
十
九
日
　
浄
覚
禅
定
門
　
清
滝
小
四
郎
親
　
田
地
施
主

同
　
年
七
月
七
日
　
麻
生
四
郎
左
衛
門
徳
直
、
太
郎
左
衛
門
定
吉
、
三
郎
左
衛
門
清
次
、
興
九
郎
　
施
餓
鬼
田
施
主

同
　
年
八
月

一
日
　
富
施
寺
幸
成
慶
春
　
曼
供
料
田
地
施
主

同
　
一
一年
貧

五
五
九
）十
二
月
三
日
　
桑
原
六
郎
左
衛
門
　
大
師
講
田
施
主

同
　
年
十
二
月
十

一
日
　
柏
原
箕
浦
次
郎
左
衛
門
尉
家
治
　
田
地
施
主
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同
　
一二
年
貧

五
六
〇
ご
一月
五
日
　
世
戸
村
道
清
　
田
地
施
主

同
　
年
十
月
八
日
　
弥
高
寺
成
就
坊
　
田
地
施
主

同
　
四
年
貧

五
六
じ
九
月
十
七
日
　
清
滝
神
蔵
坊
定
賢
　
田
地
施
主

同
　
年
十
二
月
十
六
日
　
岩
谷
太
郎
兵
衛
吉
久
　
田
地
施
主

同
　
五
年
貧

五
六
一三

一月
十
六
日
　
一暑
田
相
模
常
慶
　
大
般
若
経
十
六
善
神
井
田
地
施
主

同
　
年
十
月
八
日
　
一局
顕
院
守
重
清
大
禅
定
門
　
杉
沢
樋
口
先
祖
供
田
喜
捨
入

同
　
年
十
二
月
八
日
　
重
清
禅
定
門
樋
口
守
興
　
田
地
施
主

元
亀
元
年
貧

五
七
〇
）七
月
十
四
日
戦
死
小
田
竹
腰
久
右
衛
門
道
永
　
同
後
室
阿
千
代
　
田
地
施
主

同
　
一
一年
貧

五
七
こ
五
月

一
日
　
聖
珠
信
士
　
妙
俊
禅
尼
　
田
地
施
主

同
　
年
五
月
十
五
日
　
妙
俊
信
女
　
田
地
施
主

天
正
十
三
年
貧

五
八
五
）七
月
十
六
日
　
妙
栄
禅
定
尼
　
官
川
玉
内
北
家
妻
　
田
地
施
主

同
　
十
六
年
貧

五
八
八
）十
月
十

一
日
　
富
田
新
左
衛
門
常
真
　
田
地
施
主

同
　
十
七
年
貧

五
八
九
）十
二
月
五
日
　
官
川
玉
内
舜
清
禅
定
門
　
田
地
施
主

同
　
文
禄
二
年
２

五
九
一こ
八
月
十
四
日
　
中
栄
房
慶
齢
　
田
地
施
主

慶
長
二
年
２

五
九
七
ｙ
一月
十
日
　
妙
薫
信
尼
（女
）

田
地
施
主

同
　
年
三
月
十
八
日
　
殿
村
八
郎
兵
衛
尉
　
同
左
衛
門
尉
　
田
地
施
主

同
　
一ハ
年
貧

六
〇
こ
六
月
十
五
日
　
清
滝
村
八
郎
兵
衛
息
祐
雲
信
士
　
田
地
施
主

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題
（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

０
　
同
　
年
七
月
三
日
　
清
滝
村
八
郎
兵
衛
子
息
宗
月
　
田
地
施
主

①
　
一九
和
二
年
盆

六
一
工Ｃ
七
月
十
三
日
　
無
凝
院
道
光
秀
次
大
禅
定
門
　
樋
口
勝
助
尉
　
祠
堂
金
奉
納
有
之

０
　
寛
永
七
年
貧

六
三
〇
ン
一月
四
日
　
山
門
相
住
坊
諄
某
甲
　
付
物
道
具
三
十
八
件
寄
附
施
主

ω
　
同
　
八
年
盆

六
三
こ
十

一
月
十
三
日
　
柏
原
西
川
常
知
　
田
地
施
主

ω
　
（年
月
不
詳
）

一
日
　
弥
高
寺
琳
蔵
紹
運
　
田
地
施
主

ω
　
同
　
　
　
　
一
一日
　
道
舜
禅
門
　
田
地
施
主

①
　
同
　
　
　
　
一
一日
　
善
春
禅
尼
　
田
地
施
主

ω
　
同
　
　
　
十
三
日
　
妙
香
奄
禅
尼
　
田
地
施
主

ω
　
某
壬
戊
十
月
十
三
日
　
柏
原
岩
佐
藤
八
清
吉
　
田
地
施
主

①
　
某
年
十
六
日
　
西
脇
新
六
勝
正
　
田
地
施
主

（永
禄
四
年
―
一
五
六
一
―
十
二
月
敗
）

０
　
慶
長
六
年
貧

六
〇
こ
六
月
十
五
日
　
祐
運
信
士
　
寄
進
田
四
石
　
（旧
過
去
帳
に
あ
り
、
祐
雲
信
士
に
仝
じ
）

柏
原
談
義
所
は
檀
越
の
寄
進
に
の
み
頼

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
即
ち
寄
進
の
収
入
に
よ
る
経
済
的
畜
積
に
と
も
な
っ
て
相
当
の
田
地

を
購
入
し
て
い
る
。
現
存
の
右
文
書
よ
り
之
を
拾
い
上
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
　
水ヽ
享
十
年
貧

四
三
八
）十
二
月
十
三
日
　
士冗
主
柏
原
西
方
正
賢
　
一二
段
小

②
　
寛
正
五
年
２

四
一ハ
四
）六
月
十
九
日
　
士冗
主
宗
喜
　
四
段
小

③
　
文
明
十
八
年
貧

四
八
ユＣ
二
月
十
八
日
　
士冗
主
柏
原
宮
河
新
六
俊
信
（反
別
不
詳
）



０
　
文
明
十
八
年
八
月
十
六
日
　
士冗
主
十
乗
善
村
　
一
一段
二
畝

同
　
明
応
五
年
２

四
九
工Ｃ
十

一
月

一
日
　
士冗
主
円
日
　
一二
段
六
十
歩

同
　
明
応
六
年
２

四
九
七
）十
二
月
六
日
　
士冗
主
柏
原
正
運
庵
理
正
　
年
貢
公
方
二
石
領
家
六
斗
五
升
の
地

同
　
水ヽ
正
三
年
２

五
〇
ュＣ
二
月
十
六
日
　
士冗
主
大
沢
小
二
郎
宗
信
　
得
分
四
石
五
斗
の
地

国
　
水ヽ
正
四
年
２

五
〇
七
）十

一
月
十
六
日
　
士冗
主
柏
原
住
人
上
田
孫
三
郎
清
秀
　
一
石
二
斗
の
地

団
　
水ヽ
正
六
年
貧

五
〇
九
ご
一月
二
日
　
十冗
主
常
宗
（敗
）

一
段

ｍ
　
水ヽ
正
十
二
年
盆

五
一
五
￥
一月
六
日
　
士冗
主
殿
村
因
幡
家
世
　
小

一
段

国
　
大
永
元
年
貧

五
二
こ
十
二
月
十
七
日
　
一冗
主
河
瀬
彦
衛
門
　
大

一
段

９
　
大
永
三
年
２

五
二
一こ
二
月
廿
二
日
　
士冗
主
殿
村
因
幡
守
家
世
　
同
小
法
師
　
一
一段
小

圏
　
享
禄
元
年
盆

五
二
八
￥
一月

一
日
　
士冗
主
　
（不
明
）

一
一段

囮
　
享
禄
元
年
十
二
月
十
日
　
士冗
主
柏
原
定
衆
坊
心
祐
　
一
一段

以
上
の
寄
進
の
田
地
及
び
購
入
の
田
地
の
収
入
を
以
て
柏
原
談
義
所
の
運
営
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
所
化
は
如
何
で
あ

っ
た
か
が

問
題
と
な
る
。
「院
中
代
々
法
度
之
事
」
な
る
記
録
が
あ
り
、
其
の
第
十
五
条
に
次
の
文
が
あ
る
。

護
摩
田
之
事
、
円
日
五
石
之
寄
進
也
卜
云

ヘ
ト
モ
、
彼
之
田
、
落
地
ナ
ル
故
此
間
者
七
俵
内
徳
在
レ之
、
傷
護
摩
退
転
之
故
当
年

者
、

無
宿
所
化
両
人
配
倍
堂
四
俵
之
分
両
度
可
γ渡
也
。
然
者
其
間
旦
那
被
行
分
ノ
飯
料
一少
布
施
丁
】擬
者
也
。

当
院

被
′食
時
者
被
請
取
一

処
米
常
住
可
ν被
レ付
也
。
叉
其
内
壱
石
分
者
当
院
油
五
穀
等
之
代
可
′取
也
。

残
る
壱
俵
を
年
中
ノ
護
摩
木
ヲ
破
ル
人
、
ク
リ
ノ
常
住

者
三

二
人
シ
テ
可
ン被
レ取
レ之
。

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

こ
こ
に
言
う
円
日
寄
進
の
護
摩
田
は
永
正
十

一
年

（
一
五
一
四
）
十
二
月
十
三
日
よ
り
成
菩
提
院
の
所
有
に
な

っ
て
い
る
田
地
で
あ
る
。
即

ち
柏
原
談
義
所
に
学
ぶ
所
化
二
人
に
二
俵
宛
を
五
石
の
田
地
よ
り
の
収
入
か
ら
支
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
明
舜
時
代
の
法
度
、

舜
海
改
革
の
法
度
に
も

「遠
宿
」
な
る
語
が
見
ら
れ
る
が
、
遠
宿
の
所
化
は
檀
越
の
家
に
寄
留
し
て
、
柏
原
談
義
所
に
通
学
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
此
の
こ
と
は
柏
原
談
義
所
即
ち
成
菩
提
院
に
は
所
化
を
収
容
す
る
限
度
以
上
の
所
化
数
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
先
の

「院
中

代
々
之
法
度
」
の
最
後
の
頃
に

所
化
ノ
旦
那
十
五
日
己
上
ノ
宿
主
夫
婦
ノ
間
死
去
ノ
時
者
、
叉
衆
中
配
レ巻
経
書
写

可
ν被
ツ送
、
（以
下
略
）

と
言
う
の
が
あ
る
。
所
化
が

一
般
在
家
に
宿
泊
し
て
い
た
事
は
明
白
で
あ
る
。
尚
談
義
所
に
於
い
て
勉
学
中
、
病
気
に
か
か

っ
た
所
化
に

対
し
て
は
第
十
七
条
に

所
化
中
病
気
之
時
者
衆
中
互
於
〓延
寿
堂
一令
〓看
病
・、
若
無
〓食
物
等
一者
、
従
〓常
住
一可
レ被
レ出
レ之
。
（以
下
略
）

と
あ

っ
て
、
病
気
看
護
に
就
き
考
慮
は
さ
れ
て
い
た
。

几
そ
寺
院
の
維
持
経
営
に
必
要
な
も
の
は
経
済
面
で
の
安
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
柏
原
談
義
所
で
は
幾
多
の
檀
越
よ
り
田
地
寄
進
に
依
り

永
年
に
わ
た

っ
て
確
立
し
て
い
た
。
今

一
つ
維
持
経
営
に
必
要
な
も
の
は
、
寺
内
の
住
僧
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
も
柏
原
談
義
所

に
於
い
て
は
所
化
の
学
費
補
助
の
形
式
で
実
施
さ
れ
て
い
た
し
，
健
康
管
理
面
に
於
い
て
も
室
町
期
に
於
い
て
相
当
の
考
慮
を
払

っ
て
い

た
。
更
に
成
菩
提
院
は
談
義
所
で
通

っ
た
時
代
に
本
末
関
係
に
あ
る
末
寺
を
擁
し
て
い
た
。
前
述
の

「院
中
代
々
法
度
之
事
」
の
第
十
三

条
に

諸
末
寺
諸
山
之
衆
、
年
中
礼
物
等
之
事
、
大
略
漸
ヽ
ご
事
。
然
共
実
成
院
、
華
蔵
院
、
円
光
院
、
成
就
院
、
正
覚
院
、
定
光
院
、

鷺
田
正
覚
院
、
宝
伝
寺
ノ
此
八
寺
者
末
寺
、
契
約
也
（以
下
略
）



と
あ

っ
て
、
此
の
末
寺
関
係
は
談
義
所
に
来
学
す
る
為
と
灌
頂
受
法
の
為
の
両
面
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
成
菩
提
院
の
本
末

関
係
は
所
化
の
学
成
り
て
談
義
所
よ
り
末
寺
の
住
持
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
と
、
灌
室
入
り
に
成
菩
提
院
に
来
た
こ
と
が
相
重

っ
て
発
展

し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

天
台
宗
に
於
け
る
教
団
護
持
の
諸
問
題

（尾
上
寛
仲
）

一
七

一
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